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中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
倉
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
含
畏
纂
法

六
四

（
二
九
へ
）

馨

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び

地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
基
法

及

ノ

1亘

忠

石

ノ

忠

雄

　
中
華
人
民
共
和
國
中
央
人
民
政
府
委
員
會
は
、
去
る
三
月
一
日
、
「
中
華
人

民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
墨
法
」
を
公

布
施
行
し
た
。

　
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
は
、
中
國
人
民
政
治
協

商
會
議
共
同
綱
領
第
十
二
條
に
、
　
「
…
…
人
民
が
國
家
政
樫
を
行
使
す
る
機
關

は
、
各
級
人
民
代
表
大
會
と
各
級
人
民
政
府
で
あ
る
。
各
級
人
民
代
表
大
會

は
、
人
民
が
普
通
選
墨
の
方
法
に
よ
つ
て
つ
く
り
出
す
。
各
級
人
民
代
表
大
會

は
、
各
級
人
民
政
府
を
選
墨
す
る
。
各
級
人
民
代
表
大
會
の
閉
會
期
聞
中
は
、

各
級
人
民
政
府
が
各
級
政
権
を
行
使
す
る
機
關
と
な
る
。
國
家
最
高
の
政
権
機

關
は
全
國
人
民
代
表
大
會
で
あ
る
…
：
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
中
華
人
民
共
和
國
に
お
け
る
正
規
の
中
央
及
び
地
方
政
治
組
織
の
基
礎
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
人
民
代
表
大
會
は
、
中
華
人
民
共
和

國
が
新
民
主
主
義
國
家
と
し
て
本
格
的
な
國
家
建
設
に
出
畿
す
る
墓
礎
的
條
件

が
未
成
熟
て
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
今
日
ま
で
實
際
に
は
設
置
さ
れ
ず
、
過
渡

的
措
置
と
し
て
、
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
が
全
國
人
民
代
表
大
會
の
職
擢
を

代
行
し
地
方
各
界
人
民
代
表
會
議
が
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
職
権
を
逐
次

代
行
す
る
た
て
ま
え
を
と
つ
て
き
た
。
し
た
が
つ
て
、
今
同
の
新
選
撃
法
の
公

布
施
行
は
、
過
渡
的
制
度
か
ら
正
規
の
そ
れ
へ
鱒
換
す
る
第
一
段
階
を
示
す
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
塵
置
が
と
ら
れ
る
に
至
つ
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
各
界
人
民

代
表
會
議
の
設
置
に
と
も
な
う
所
謂
る
「
民
主
建
設
」
が
人
民
代
表
大
會
を
召

集
し
て
も
差
支
え
な
い
程
度
に
ま
で
稜
展
し
た
こ
と
が
累
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ



う
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
九
五
三
年
度
の
最
大
の
課
題
で
あ
る

國
家
建
設
五
力
年
計
彊
の
開
始
と
新
憲
法
の
制
定
と
に
關
蓮
し
て
、
正
規
の
政

治
膣
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
重
大
な
理
由
と

し
て
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
憲
法
の
制
定
は
全
國
人
民
代
表

大
會
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
こ
の
意
昧
に
お
い
て
新
選
撃
法
の
内

容
は
中
華
人
民
共
和
國
の
將
來
に
と
つ
て
重
要
な
意
昧
を
も
つ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　
因
に
、
本
選
墨
法
は
、
本
年
一
月
十
三
日
及
び
十
四
日
の
中
央
人
民
政
府
委

員
會
第
二
十
二
次
會
議
通
過
の
「
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代

表
大
會
召
集
に
關
す
る
決
議
」
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
選
學
法
起
草
委
員
會

（
主
席
周
恩
來
V
に
よ
つ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
憲
法

起
草
を
目
的
と
し
た
憲
法
起
草
委
員
會
（
主
席
毛
澤
束
）
も
成
立
し
、
す
で
に

そ
の
工
作
を
開
始
し
て
い
る
。

註
　
本
選
塁
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
例
え
ぼ
、
現
代
中
國

學
會
編
集
「
現
代
中
國
」
第
十
七
號
所
載
本
橋
渥
「
中
國
の
新
選
畢
法
」
・

三
月
二
十
五
日
附
毎
日
新
聞
・
四
月
九
日
附
朝
目
新
聞
な
ど
に
簡
軍
な
解
説

が
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
新
中
國
側
の
資
料
も
若
干
見
受
け
ら

れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
重
要
な
も
の
は
、
三
月
三
日
附
北
京
人
民
目

報
所
載
の
郡
小
卒
「
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級

人
民
代
表
大
會
選
墾
法
草
案
に
關
す
る
説
明
」
（
二
月
＋
一
日
中
央
人
民
政

府
委
員
會
に
お
け
る
報
告
）
で
あ
る
。

二

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會

及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
墨
法

（
鋼
蓬
、
甕
翻
慰
日
中
央
人
民
政
府
委
員
會
）

第
一
章
　
総

貝u

第
一
條
　
中
國
人
民
政
治
協
商
會
議
共
同
綱
領
第
十
二
條
に
擦
り
、
中
華
入
民

　
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
は
、
各
民
族
人

　
民
が
普
通
選
墨
の
方
法
に
よ
つ
て
こ
れ
を
つ
く
り
だ
す
。

第
二
條
全
國
人
民
代
表
大
會
の
代
表
、
省
・
縣
・
郷
（
鎭
）
各
級
人
民
代
表

　
大
會
の
代
表
、
市
・
市
轄
匿
人
民
代
表
大
會
の
代
表
及
び
各
民
族
自
治
匿
人

　
民
代
表
大
會
の
代
表
は
、
す
べ
て
現
行
の
行
政
匿
劃
に
よ
つ
て
こ
れ
を
選
墨

　
す
る
。

第
三
條
全
國
人
民
代
表
大
會
の
代
表
、
省
・
縣
及
び
匿
を
設
け
て
い
る
市
の

　
人
民
代
表
大
會
の
代
表
は
、
そ
の
一
級
下
の
入
民
代
表
大
會
が
こ
れ
を
選
墨

　
す
る
。
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大
會
の

　
代
表
は
選
學
民
が
直
接
こ
れ
を
選
撃
す
る
。

第
四
條
　
年
令
漏
十
八
才
に
達
し
た
中
華
人
民
共
和
國
公
民
は
、
民
族
及
び
種

　
族
・
性
別
・
職
業
・
肚
會
的
出
身
・
宗
教
信
仰
・
教
育
程
度
・
財
産
の
状
況

　
及
び
居
佳
期
聞
の
匠
別
な
く
、
ひ
と
し
く
選
暴
灌
及
び
被
選
撃
権
を
有
す

　
る
。

　
婦
人
は
男
子
と
同
等
の
選
暴
権
及
び
被
選
墨
纏
を
有
す
る
。

第
五
條
　
左
記
事
情
の
一
が
あ
る
も
の
は
、
選
撃
罹
及
び
被
選
撃
灌
を
有
し
な

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
畢
法

六
五

（
二
九
九
）



中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
畢
法

　
い
。

　
一
、
法
に
よ
り
ま
だ
身
分
を
饗
え
て
い
な
い
地
主
階
級
分
子

　
二
、
法
に
よ
り
政
治
的
灌
利
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
反
革
命
分
子

　
三
、
そ
の
他
法
に
よ
り
政
治
的
権
利
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
も
の

　
四
、
精
瀞
病
患
者

第
六
條
　
一
人
の
選
塁
民
は
た
だ
一
個
の
投
票
灌
を
有
す
る
。

第
七
條
　
人
民
武
装
部
除
及
び
國
外
華
僑
は
、
軍
濁
に
選
墨
を
行
う
こ
と
が
で

　
き
る
。
そ
の
選
塁
方
法
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
八
條
　
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
選
墨
脛
費

　
は
、
國
庫
が
こ
れ
を
支
給
す
る
。

第
二
章
　
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
数

　
　
　
　
　
　
　
繁
一
節
郷
・
鎭

第
九
條
　
郷
・
鎭
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
人
口
二

　
千
人
以
下
の
も
の
は
代
表
十
五
人
乃
至
二
十
人
を
、
人
口
が
二
千
人
を
超
え

　
る
も
の
は
代
表
二
十
人
乃
至
三
十
五
人
を
選
墨
す
る
。

　
人
口
が
と
く
に
少
い
郷
・
鎭
で
は
、
代
表
の
定
敷
を
十
五
人
よ
り
少
く
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
少
く
と
も
七
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

　
い
。
人
口
が
と
く
に
多
い
郷
・
鎭
で
は
、
代
表
の
定
敷
を
三
十
五
人
よ
り
多

　
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
多
く
と
も
五
十
人
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
縣

第
＋
條
　
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
人
口
二
十
萬

　
人
以
下
の
も
の
は
代
表
百
人
乃
至
二
百
人
を
、
人
口
が
二
十
薫
人
を
超
え
る

六
六

（
三
〇
〇
）

　
も
の
は
代
表
二
百
人
乃
至
三
百
五
十
人
を
選
墨
す
る
。

　
人
口
及
び
郷
の
敷
が
と
く
に
少
い
縣
で
は
、
代
表
の
定
敷
を
百
人
よ
り
少
く

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
少
く
と
も
三
十
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
。
人
口
及
び
郷
の
敷
が
と
く
に
多
い
縣
で
は
、
代
表
の
定
敷
を
三
百

　
五
十
人
よ
り
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
多
く
と
も
四
百
五
十
人
を

　
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
＋
一
條
　
各
郷
の
選
撃
す
べ
き
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
次
の
如
く

　
で
あ
る
。
人
口
二
千
人
以
下
の
も
の
は
代
表
一
人
を
、
人
口
が
二
千
人
を
超

　
え
六
千
人
ま
で
の
も
の
は
代
表
二
人
を
、
人
口
が
六
千
人
を
超
え
る
も
の
は

　
代
表
三
入
を
選
墨
す
る
。

　
人
口
及
び
郷
の
敷
が
と
く
に
少
い
縣
で
は
、
そ
の
人
口
が
二
千
人
以
下
の
郷

　
も
代
表
二
人
を
選
拳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
縣
直
轄
の
城
・
鎭
及
び
縣
の
境
域
内
の
重
要
な
工
顔
匠
は
、
人
口
五
百
人
毎

　
に
代
表
一
人
を
選
墨
す
る
。
ま
た
そ
の
人
口
が
五
百
人
未
浦
で
あ
る
が
二
百

　
五
十
人
に
達
し
て
い
る
も
の
も
代
表
一
人
を
選
墨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
縣

　
直
轄
の
城
・
鎭
の
人
口
及
び
鎭
の
敷
が
と
く
に
多
い
縣
で
は
、
所
轄
の
城
．

　
鎭
は
人
口
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
墨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
＋
二
條
　
人
民
武
装
部
隊
の
選
墨
す
べ
き
縣
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
数

　
は
、
一
人
乃
至
五
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
節
　
省

第
＋
三
條
省
入
民
代
表
大
會
代
表
の
定
数
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
人
口
二
千

　
薫
人
以
下
の
も
の
は
代
表
百
人
乃
至
四
百
人
を
、
人
口
が
二
千
萬
人
を
超
え

　
る
も
の
は
代
表
四
百
人
乃
至
五
百
人
を
選
暴
す
る
。

　
人
口
及
び
縣
の
数
が
と
く
に
少
い
省
で
は
、
代
表
の
定
敷
を
百
人
よ
り
少
く



　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
少
く
と
も
五
十
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
。
人
口
及
び
縣
の
敷
か
と
く
に
多
い
省
て
は
、
代
表
の
定
敷
を
五
百

　
人
よ
り
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
多
く
と
も
六
百
人
を
超
え
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
。

第
十
四
條
　
各
縣
の
選
翠
す
べ
き
省
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
次
の
如
く

　
で
あ
る
。
人
口
二
十
萬
入
以
下
の
も
の
は
代
表
一
人
乃
至
三
人
を
、
人
口
が

　
二
十
萬
人
を
超
え
六
十
萬
人
ま
で
の
も
の
は
代
表
二
人
乃
至
四
人
を
、
人
口

　
が
六
十
萬
人
を
超
え
る
も
の
は
代
表
三
人
乃
至
五
人
を
選
累
す
る
。

　
省
直
轄
の
市
・
鎭
及
び
省
の
境
域
内
の
重
要
な
工
唖
匿
は
、
人
口
二
萬
人
毎

　
に
代
表
一
人
を
選
學
す
る
。
ま
た
そ
の
人
口
が
二
萬
人
未
浦
で
あ
る
が
一
萬

　
人
に
達
し
て
い
る
も
の
も
代
表
一
人
を
選
學
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
條
　
人
民
武
装
部
除
の
選
墨
す
べ
き
省
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敏
は

　
三
人
乃
至
十
五
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
市

第
＋
六
條
　
市
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
家
の
如
く
で
あ
る
。
人
口
十
萬

　
人
以
下
の
も
の
は
五
百
人
乃
至
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
、
人
口
が
十
萬
人
を

　
超
え
三
十
五
萬
人
ま
で
の
も
の
は
千
人
乃
至
二
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
、
人

　
口
が
三
十
五
萬
人
を
超
え
七
十
五
萬
人
ま
で
の
も
の
は
二
千
人
乃
至
三
千
人

　
毎
に
代
表
一
人
を
、
人
口
が
七
十
五
萬
人
を
超
え
百
五
＋
萬
人
ま
で
の
も
の

　
は
三
千
人
乃
至
五
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
、
人
口
が
百
五
十
萬
人
を
超
え
る

　
も
の
は
五
千
人
乃
至
七
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
學
す
る
。

　
市
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
激
は
、
少
ぐ
と
も
五
十
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と

　
は
で
ぎ
ず
、
多
く
と
も
八
百
人
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
郊
匿
の
一
人
の
代
表
が
代
表
す
る
人
口
敷
は
、
市
匠
の
一
人
の
代
表
が
代
表

　
す
る
人
口
籔
よ
り
多
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
＋
七
條
　
入
民
武
装
部
除
の
選
學
す
べ
き
市
人
民
代
表
大
會
代
衰
の
定
数
は

　
二
人
乃
至
十
人
で
あ
る
。

第
＋
八
條
　
市
轄
匿
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敬
は
家
の
如
く
て
あ
る
。
人
口

　
五
百
人
乃
至
二
千
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
墨
す
る
。
た
だ
し
代
表
の
総
敬
は

　
少
く
と
も
三
十
五
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
く
と
も
二
百
人
を

　
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
章
論
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
藪

第
＋
九
條
　
全
國
人
民
代
表
大
會
の
代
表
は
、
省
人
民
代
表
大
會
、
中
央
直
轄

　
市
及
び
人
口
五
十
萬
人
以
上
の
省
轄
工
業
市
の
人
民
代
表
大
會
、
中
央
直
轄

　
の
少
敷
民
族
行
政
軍
位
、
人
民
武
装
部
除
及
び
國
外
華
僑
が
こ
れ
を
選
墨
す

　
る
。

第
二
＋
條
　
各
省
の
選
墨
す
べ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
、
人
口

　
八
十
萬
人
毎
に
代
表
一
人
を
選
學
す
る
。

　
人
口
の
と
く
に
少
い
省
で
も
、
代
表
定
歎
を
三
人
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
。

　
中
央
直
轄
市
及
び
人
口
五
十
萬
人
以
上
の
省
轄
工
業
市
の
選
學
す
べ
き
全
國

　
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
、
入
口
十
萬
人
毎
に
，
代
表
一
人
を
選
塁
す

　
る
。

第
二
＋
脚
條
　
全
國
の
少
敷
民
族
の
選
器
す
べ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
は

　
百
五
十
人
で
あ
る
。

第
二
＋
二
條
人
民
武
装
部
隊
の
選
暴
す
べ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
は
六

　
十
人
で
あ
る
。

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
塁
法

六
七
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中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
暴
法

第
二
＋
三
條

　
で
あ
る
。

國
外
華
僑
の
選
學
す
べ
き
全
國
入
民
代
表
大
會
代
表
は
三
十
人

第
四
章
　
各
少
歎
民
族
の
選
奉

第
二
＋
四
條
　
全
國
の
少
敷
民
族
の
選
撃
す
べ
き
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
百

　
五
十
人
の
定
敷
の
配
分
は
、
中
央
人
民
政
府
が
國
内
の
各
少
敷
民
族
の
入

　
口
、
分
布
な
ど
の
情
況
を
参
酌
し
て
こ
れ
を
規
定
す
る
。

　
前
項
の
規
定
の
ほ
か
に
、
少
歎
民
族
選
撃
民
が
全
國
人
民
代
表
大
會
代
表
に

　
當
選
し
た
と
き
は
、
百
五
十
人
の
定
敷
の
な
か
に
算
入
し
な
い
。

第
二
＋
五
條
　
全
國
人
民
代
表
大
會
の
少
敷
民
族
代
表
の
選
墨
は
次
の
如
く
で

　
あ
る
。
中
央
直
轄
の
少
敷
民
族
行
政
軍
位
の
代
表
は
各
該
行
政
軍
位
が
選
出

　
し
、
そ
の
他
の
地
匠
の
少
敷
民
族
の
代
表
は
各
省
・
市
人
民
代
表
大
會
が
選

　
出
す
る
。

第
二
＋
六
條
　
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
少
数
民
族
代
表
の
定
歎
は
、
す
べ

　
て
本
法
第
二
章
各
節
に
規
定
す
る
代
表
定
勲
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
る
。

第
一
一
＋
七
條
　
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
で
、
そ
の
境
域
内
に
少
数
民
族
の
聚

　
居
匠
の
あ
る
も
の
は
、
聚
居
す
る
少
敷
民
族
ご
と
に
ひ
と
し
く
代
表
を
出
席

　
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
、
境
域
内
に
聚
居
す
る
同
一
少
敷
民
族
の
組
人
口
激
が
境
域
内
の
総
人
口

　
　
敷
の
百
分
の
十
以
上
を
し
め
て
い
る
と
き
は
、
本
法
第
二
章
の
代
表
定
敷

　
　
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
数
鯵
〆
、
の
地
の
入
民
代

　
　
表
大
會
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
敷
に
相
當
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、
境
域
内
に
聚
居
す
ろ
同
一
少
敷
民
族
の
縛
人
口
敷
か
境
域
内
の
縛
人
口

　
　
数
の
百
分
の
十
に
達
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
敷

六
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は
勘
酌
し
て
そ
の
地
の
人
民
代
表
大
會
の
一
代
表
の
代
表
す
る
人
口
籔
よ

　
　
り
少
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
少
く
と
も
二
分
の
一
よ
り
少
く
し
な
い

　
　
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
人
口
の
と
く
に
少
い
も
の
も
代
表
一
人
を

　
　
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三
、
前
項
の
規
定
の
要
求
に
よ
り
、
各
該
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
が

　
　
本
法
第
二
章
各
節
の
規
定
を
超
過
し
た
と
き
は
、
上
級
人
民
政
府
に
報
告

　
　
し
て
許
可
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
＋
八
條
　
各
民
族
自
治
匠
の
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
定
敷
は
、
す
べ

　
　
て
各
該
民
族
自
治
匠
の
行
政
上
の
地
位
及
び
人
口
敷
に
よ
つ
て
適
當
な
規

　
　
定
を
つ
く
り
、
一
級
上
の
人
民
政
府
に
許
可
を
申
請
す
る
。

第
二
＋
九
條
各
民
族
自
治
匠
各
級
人
民
代
表
大
會
の
、
境
域
内
に
聚
居
す

　
る
そ
の
他
の
少
敷
民
族
代
表
の
逡
墨
に
は
、
第
二
十
七
條
の
規
定
を
適
用
す

　
る
。

　
各
民
族
自
治
匠
及
び
各
少
敷
民
族
聚
居
匠
の
各
級
人
民
代
表
大
會
の
、
境
域

　
内
に
聚
居
す
る
漢
族
人
民
代
表
の
選
學
に
は
、
同
檬
に
第
二
十
七
條
の
規
定

　
を
適
用
す
る
。

第
三
＋
條
　
散
居
す
る
す
べ
て
の
少
敷
民
族
分
子
は
、
ひ
と
し
く
各
級
人
民
代

　
表
大
會
代
表
の
選
墨
に
参
加
す
る
。
選
墨
す
べ
き
代
表
の
定
数
は
人
口
比
例

　
シ
、
基
礎
と
し
、
芳
、
の
一
代
表
が
代
表
す
る
人
口
轍
は
井
、
の
地
の
人
民
代
表
大

　
會
の
一
代
表
が
代
夫
す
る
人
口
数
よ
り
少
く
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

　
一
捺
に
二
分
の
一
よ
り
少
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
各
民
族
自
治
甑
及
び
各
少
敷
民
族
聚
居
匿
の
各
級
人
民
代
表
大
會
の
、
境
域

　
内
に
散
居
す
る
漢
族
人
民
代
表
の
選
墨
に
は
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
＋
一
條
　
各
民
族
自
治
匠
の
各
級
人
民
代
夫
大
會
で
、
郷
・
鎭
・
市
轄
匿



　
及
び
湿
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大
會
に
相
當
す
る
も
の
の
代
表

　
は
、
選
暴
民
が
直
接
に
選
拳
す
る
。
そ
の
他
の
各
級
入
民
代
表
大
會
の
代
表

　
は
、
す
べ
て
そ
の
一
級
下
の
人
民
代
表
大
會
が
こ
れ
を
選
拳
す
る
。

　
少
敷
民
族
が
境
域
内
に
聚
居
し
て
い
る
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
少
敷
民

　
族
代
表
の
選
撃
に
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
十
二
條
　
少
敷
民
族
が
境
域
内
に
居
住
し
て
い
る
郷
．
鎭
・
市
轄
匠
及
び

　
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大
會
代
表
の
選
學
に
つ
い
て
は
、
各
少

　
敷
民
族
選
墨
民
が
そ
の
地
の
民
族
關
係
及
び
居
住
情
況
に
て
ら
し
て
輩
濁
に

　
選
撃
を
行
う
こ
と
も
、
ま
た
蓮
合
選
撃
を
採
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
各
民
族
自
治
匠
及
び
各
少
敷
民
族
聚
居
匿
の
各
級
人
民
代
表
大
會
の
、
境
域

　
内
に
聚
居
或
は
散
居
し
て
い
る
漢
族
人
民
代
表
の
選
墨
に
は
前
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。

第
三
＋
三
條
　
少
敷
民
族
の
選
學
に
關
係
あ
る
そ
の
他
の
事
項
は
、
す
べ
て
本

　
法
の
關
係
各
條
の
規
定
を
滲
照
し
て
こ
れ
を
庭
理
す
る
。

第
三
＋
四
條
　
少
敷
民
族
地
匿
で
ま
だ
普
通
選
拳
を
實
行
す
る
條
件
を
そ
な
え

　
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
選
塁
方
法
は
上
級
人
民
政
府
が
別
に
こ

　
れ
を
定
め
る
。

第
五
章
　
選
墾
委
員
會

第
三
＋
五
條
　
中
央
人
民
政
府
及
び
地
方
各
級
人
民
政
府
の
も
と
に
中
央
及
び

　
地
方
各
級
選
學
委
員
會
を
成
立
さ
せ
る
。
中
央
及
び
地
方
各
級
選
墨
委
員
會

　
は
全
國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
選
學
事
項
を
庭
理
す
る
機
關
で
あ

　
る
。中

央
選
撃
委
員
會
は
中
央
人
民
政
府
委
員
會
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。
地
方
各

　
級
選
累
委
員
會
は
一
級
上
の
人
民
政
府
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。

第
三
＋
六
條
　
中
央
及
び
地
方
各
級
選
墨
委
員
會
の
組
織
は
家
の
如
く
で
あ

　
る
。

　
一
、
中
央
選
撃
委
員
會
　
主
席
一
入
、
委
員
二
十
八
人

　
二
、
省
（
市
）
選
撃
委
員
會
　
主
席
一
人
、
委
員
八
人
乃
至
二
十
人

　
三
、
省
轄
市
・
市
轄
匠
及
び
縣
の
選
拳
委
員
會
　
主
席
一
人
、
委
員
六
人
乃

　
　
至
十
二
人

　
四
、
郷
（
鎭
）
選
撃
委
員
會
　
主
席
一
人
、
委
員
四
人
乃
至
八
人

　
中
央
及
び
地
方
各
級
選
撃
委
員
會
の
工
作
人
員
は
各
該
選
撃
委
員
會
が
こ
れ

　
を
任
命
す
る
。

第
三
＋
七
條
　
中
央
選
墨
委
員
會
の
任
務
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
全
國
的
範
園
に
わ
た
つ
て
本
法
の
確
實
な
執
行
を
指
導
監
督
し
、
且
つ

　
　
本
法
の
規
定
に
根
擦
し
て
指
示
及
び
決
定
を
護
布
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
二
、
地
方
各
級
選
撃
委
員
會
の
工
作
を
指
導
す
る

　
三
、
選
撃
民
登
録
表
、
選
暴
民
謹
及
び
各
級
人
民
代
表
大
會
代
表
の
當
選
謹

　
　
書
の
法
式
及
び
各
級
選
墨
委
員
會
の
印
章
の
形
式
を
規
定
す
る

　
四
、
選
學
中
の
違
法
行
爲
に
勤
す
る
檜
墨
及
び
控
告
を
受
理
し
、
且
つ
最
後

　
　
的
庭
理
の
決
定
を
行
う

　
五
、
全
國
人
民
代
表
大
會
の
當
選
代
表
を
登
録
し
、
代
表
名
簿
を
公
布
し
、

　
　
且
つ
當
選
謹
書
を
護
行
す
る

第
三
＋
八
條
　
省
・
縣
及
び
匿
を
設
け
て
い
る
市
の
選
撃
委
員
會
の
任
務
は
家

　
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
各
該
所
属
匠
域
内
に
お
い
て
本
法
の
確
實
な
執
行
を
監
督
す
る

　
二
、
下
級
選
墨
委
員
會
の
工
作
を
指
導
す
る

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
畢
法
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中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
畢
法

　
三
、
各
該
所
厨
匠
域
内
の
選
撃
中
の
蓮
法
行
爲
に
鉗
す
る
検
撃
と
控
告
を
受

　
　
理
し
、
且
つ
庭
理
の
決
定
を
行
う

　
四
、
各
該
級
人
民
代
表
大
會
の
當
選
代
表
を
旧
登
録
し
、
代
表
名
簿
を
n
公
布

　
　
し
、
且
つ
當
選
謹
書
を
獲
行
す
る

第
三
＋
九
條
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
の
選
墨
委
員
會

　
の
任
務
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
各
該
所
屠
匠
域
内
に
お
い
て
本
法
の
確
實
な
執
行
を
監
督
す
る

　
二
、
選
累
人
の
登
録
、
及
び
そ
の
名
簿
の
審
査
公
布

　
三
、
各
該
所
馬
匠
域
内
の
選
撃
人
名
簿
に
封
す
る
異
議
の
訴
を
受
理
し
、
且

　
　
つ
庭
理
の
決
定
を
行
う

　
四
、
代
表
候
補
者
の
登
録
及
び
そ
の
名
簿
の
公
布

　
五
、
選
墨
民
の
居
住
状
況
に
鷹
じ
て
選
撃
匠
域
を
劃
定
す
る

　
六
、
選
墨
期
日
及
び
選
撃
方
法
を
規
定
し
、
選
撃
大
會
を
召
集
し
主
宰
す
る

　
七
、
選
學
民
謹
を
護
行
す
る

　
八
、
票
敷
を
計
算
し
、
當
選
代
表
を
確
定
し
、
代
表
名
簿
を
公
布
し
、
且
つ

　
　
當
選
詮
書
を
獲
行
す
る

第
四
＋
條
　
選
塁
後
に
、
各
級
選
撃
委
員
會
は
選
撃
に
關
す
る
全
文
件
を
各
該

　
級
人
民
政
府
に
逡
つ
て
保
存
さ
せ
、
且
つ
迅
速
に
上
級
人
民
政
府
及
び
上
級

　
選
暴
委
員
會
に
蜀
し
て
選
學
の
総
括
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
＋
剛
條
　
選
撃
委
員
會
の
工
作
が
全
部
完
成
し
た
後
に
、
選
墨
委
員
會
は

　
直
ち
に
解
敬
す
る
。

第
六
章
　
選
學
民
の
登
録

第
四
＋
二
條
　
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
旺
を
設
け
て
い
な
い
市
の
選
暴
委
員
會

七
〇

（
三
〇
四
）

　
は
、
選
學
前
に
選
暴
民
の
登
録
を
庭
理
し
、
且
つ
選
撃
民
詮
を
稜
行
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
＋
三
條
　
一
人
の
選
撃
艮
は
た
だ
一
度
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
＋
四
條
　
選
墨
人
名
簿
は
選
墨
の
三
十
日
前
に
こ
れ
を
公
布
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

第
四
＋
五
條
　
公
布
し
た
選
塁
人
名
簿
に
野
し
て
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
選
學

　
委
員
會
に
訴
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
暴
委
員
會
は
五
日
以
内
に
庭

　
理
の
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
訴
人
が
そ
の
庭
理
に
封
し
て
不

　
服
の
と
き
は
、
人
民
法
廷
或
は
入
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
人
民
法
廷
或
は
人
民
法
院
の
到
決
は
最
後
決
定
で
あ
る
。

第
四
十
六
條
　
選
撃
民
が
選
撃
期
聞
中
に
住
所
を
墜
更
し
た
と
き
は
、
奮
地
の

　
選
撃
委
員
會
の
移
斡
談
明
を
取
得
し
た
後
に
、
直
ち
に
新
居
住
地
貼
の
選
學

　
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
代
表
候
補
者
の
提
出

第
四
十
七
條
　
全
國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
代
表
候
補
者
は
、
す
べ

　
て
選
墨
匪
域
或
は
選
撃
軍
位
に
て
ら
し
て
こ
れ
を
提
出
す
る
。

　
中
國
共
産
蕪
・
各
民
主
窯
派
・
各
人
民
團
騰
及
び
上
述
の
各
窯
派
・
團
膿
に

　
鵬
さ
な
い
選
暴
民
或
は
代
表
は
、
す
べ
て
選
墨
匠
域
或
は
選
累
軍
位
に
て
ら

　
し
て
迎
合
し
て
或
は
軍
濁
に
，
代
表
候
補
者
名
簿
を
M
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

第
四
＋
八
條
　
全
國
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
の
同
一
級
の
代
表
候
補
者

　
は
、
　
一
つ
の
選
暴
軍
位
或
は
一
つ
の
選
暴
匿
域
内
に
お
い
て
の
み
選
墨
さ
れ

　
う
る
も
の
と
す
る
。



第
四
＋
九
條
　
地
方
昏
級
人
民
代
表
大
會
が
上
級
の
入
民
代
表
大
會
代
表
を
選

　
塁
す
る
と
き
、
そ
の
代
表
候
補
者
は
各
該
級
入
民
代
表
大
會
の
代
表
に
限
ら

　
れ
な
い
。

第
五
＋
條
魔
代
表
候
補
者
の
名
簿
は
ま
え
も
つ
託
公
布
し
な
け
れ
ば
だ
ら
な

　
い
。

第
五
＋
剛
條
選
塁
す
る
も
の
は
代
表
候
補
者
名
簿
に
て
ら
し
て
投
票
す
る
こ

　
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
別
に
自
己
の
希
望
す
る
そ
の
他
の
い
か
な
る
選
墨
民

　
を
選
墨
し
て
も
差
支
え
な
い
。

第
八
章
　
選
墾
手
績

第
五
＋
二
條
　
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匿
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大

　
會
代
表
の
邊
墨
は
、
上
級
人
民
政
府
の
決
定
に
根
振
し
、
期
日
を
定
め
て
こ

　
れ
を
墨
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
＋
三
條
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匿
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大

　
會
代
表
の
選
撃
は
、
選
撃
民
の
居
住
状
況
に
て
ら
し
て
若
干
の
匠
域
に
劃
分

　
し
、
各
個
に
選
暴
大
會
を
開
い
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
四
條
凋
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
の
各
選
撃
大
會

　
は
、
選
翠
委
員
會
の
㎜
代
表
が
出
席
し
て
は
じ
め
て
墓
行
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
選
學
大
會
の
主
席
團
は
三
人
か
ら
構
成
さ
れ
、
選
暴
委
員
會
の
代
表
は

　
主
席
團
の
當
然
主
席
と
な
り
、
そ
の
他
の
二
人
は
大
會
が
こ
れ
を
推
選
す
る
。

　
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
が
一
級
上
の
人
民
代
表
大
會
代
表
の
選
墨
を
行
う

　
と
き
は
、
各
該
級
人
民
代
表
大
會
主
席
團
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

第
五
＋
玉
條
　
郷
・
鎭
・
市
轄
匠
及
び
匠
を
設
け
て
い
な
い
市
の
人
民
代
表
大

　
會
代
表
と
縣
人
民
代
表
大
會
に
出
席
す
る
郷
・
鎭
の
代
表
の
選
學
に
は
、
撃

　
手
を
も
つ
て
投
票
に
か
え
る
方
法
を
探
用
し
、
ま
た
無
記
名
投
票
の
方
法
を

　
探
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
縣
以
上
の
各
級
人
民
代
表
大
會
の
選
暴
に
は
無
記
名
投
票
の
方
法
を
探
用
す

　
る
。

　
選
墨
す
る
も
の
が
文
盲
か
或
は
不
具
の
た
め
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
が

　
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
選
累
人
に
代
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

第
五
＋
六
條
　
選
墨
大
會
及
び
各
級
人
民
代
表
大
會
は
、
選
學
民
或
は
代
表
の

　
過
牛
敷
が
出
席
し
て
は
じ
め
て
開
會
し
選
撃
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
出
席

　
選
墾
民
或
は
代
表
が
過
牛
敷
に
足
り
な
い
と
き
は
、
選
塁
委
員
會
或
は
主
席

　
團
が
期
日
を
定
め
て
第
二
次
大
會
を
召
集
し
選
墨
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
た
だ
し
第
二
家
で
な
お
過
牟
敷
に
足
り
な
い
と
き
は
、
直
ち
に
選
墨
を

　
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
＋
七
條
　
投
票
終
了
後
、
大
會
の
推
選
し
た
投
票
集
計
人
が
投
票
人
歎
と

　
票
敷
と
を
調
査
し
、
記
録
を
つ
く
り
、
且
つ
大
會
主
席
が
署
名
す
る
。

第
五
＋
八
條
　
毎
同
の
選
墨
で
投
票
し
た
票
轍
が
投
票
人
数
よ
り
多
い
と
き
は

　
無
敷
で
あ
り
、
投
票
人
数
よ
り
少
い
と
き
は
有
敷
で
あ
る
。
一
枚
の
投
票
用

　
紙
の
選
塁
し
た
人
敷
が
規
定
の
人
敷
よ
り
多
い
と
き
は
無
敷
で
あ
り
、
規
定

　
の
人
敷
よ
り
少
い
と
き
は
有
敷
で
あ
る
。

第
五
＋
九
條
　
各
級
人
民
代
表
大
含
代
表
の
候
補
者
は
出
席
選
墨
民
或
は
代
表

　
の
牛
敷
以
上
の
投
票
を
獲
得
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
當
選
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
候
補
者
の
獲
得
し
た
投
票
が
牛
敷
に
足
り
な
い
と
き
は
、
別
に
選
撃

　
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
＋
條
　
選
撃
の
結
果
は
、
選
暴
委
員
會
或
は
主
席
團
が
本
法
に
根
櫨
し
て

中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
入
民
代
表
大
會
選
畢
法

七
一

（
三
〇
五
）



中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
會
選
畢
法

　
有
敷
か
否
か
を
確
定
し
、
且
つ
こ
れ
を
宣
布
す
る
。

第
六
＋
一
條
　
代
表
の
在
任
期
間
中
、
そ
の
多
激
の
選
墨
民
或
は
そ
の
選
墨
軍

　
位
が
更
迭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
法
定
手
績
に
て
ら
し

　
て
こ
れ
を
撤
同
し
、
補
飲
選
撃
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
章
　
選
撃
破
壌
に
醤
す
る
制
裁

第
六
＋
二
條
　
お
よ
そ
暴
力
・
脅
迫
・
詐
欺
・
賄
賂
等
の
非
法
手
段
に
よ
つ
て

　
選
墨
を
破
壊
し
或
は
選
墨
民
が
自
由
に
そ
の
選
撃
纏
及
び
被
選
墨
罹
を
行
使

　
す
る
こ
と
を
妨
害
し
た
と
き
は
す
べ
て
違
法
行
爲
に
馬
し
、
入
民
法
院
或
は

　
人
民
法
廷
が
二
年
以
下
の
刑
事
庭
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
＋
三
條
　
各
級
人
民
政
府
及
び
選
撃
委
員
會
の
人
員
が
選
撃
文
件
を
爲
造

　
し
或
は
票
数
を
虚
報
し
ご
ま
か
し
を
行
う
等
の
違
法
行
爲
を
犯
し
た
と
き

　
は
、
人
民
法
院
或
は
人
民
法
廷
が
三
年
以
下
の
刑
事
庭
分
を
行
わ
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

第
六
＋
四
條
　
選
墨
中
の
蓮
法
行
爲
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
人
も
、
均
し
く

　
選
撃
委
員
會
或
は
人
民
政
府
の
司
法
機
關
に
蜀
し
て
槍
墨
・
控
告
の
灌
を
有

　
す
る
。
い
か
な
る
機
關
、
或
は
個
入
も
均
し
く
墜
制
・
報
復
の
行
爲
を
行
う

　
こ
と
は
で
き
な
い
。
違
反
す
る
と
き
は
人
民
法
院
或
は
人
民
法
廷
が
三
年
以

　
下
の
刑
事
庭
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
二

る
。
そ
の
解
縄
鰹
は
中
央
選
暴
委
員
會
に
属
す
る
。

（
一
二
〇
山
ハ
）

　
　
　
中
央
人
民
政
府
命
令

こ
こ
に
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大

會
選
學
法
を
公
布
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
三
年
三
月

言王

　
　
主
席
　
毛
　
澤
東

一
日

本
選
塁
法
及
び
中
央
人
民
政
府
命
令
は
一
九
五
三
年
三
月
二
目
附
解

放
日
報
に
隷
つ
た
。
な
お
機
會
が
あ
れ
ぼ
他
日
本
選
塁
法
の
解
説
を

試
渉
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
四
・
】
○
）

　
　
　
　
第
十
章
附
　
　
　
則

第
六
＋
五
條
　
省
（
市
）
人
民
政
府
は
本
法
に
根
擦
し
て
選
學
實
施
細
則
を
制

　
定
し
、
中
央
人
民
政
府
に
報
告
し
て
許
可
を
う
る
も
の
と
す
る
。

第
六
＋
六
條
　
本
法
は
中
央
人
民
政
府
委
員
會
を
通
過
し
た
後
に
公
布
施
行
す


